
測定ガイド
For...は専用機種。複数の場合は「/」で区切る。

形名を入力。　複数の場合は「/」で区切る。

8807
8808

8807-50
8808-50
品名を入力。

メモリハイコーダ
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──────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────

そうそう・・・
この測定がしたかったんだ！

9018-10

測定例結線図

注記

アルカリ乾電池でプリンタを使用することはできません。プリンタを使用す
る場合には、9418-15 ACアダプタ、または 9447バッテリパックを使用して
ください。

測定ガイドでは、実際に 8807, 8808, 8807-50, 8808-50を使って測定を行う
場合の設定例を紹介します。
設定例では、必要最低限の部分を説明しています。その他の応用的な部分、
および測定についての注意事項については取扱説明書をよくお読みになって
から測定を開始してください。

測定例は次の 3例を紹介します。
(1) AC100 Vの電圧波形を測定する（メモリレコーダ）
(2) AC100 Vの電圧の実効値を測定する（実効値レコーダ）
(3) 9018-10を使って AC100 Vの電流波形を測定する（メモリレコーダ）
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──────────────────────────────────────

　AC100 Vの電圧波形を測定する（メモリ）
──────────────────────────────────────

　AC100 Vの電圧波形を測定する（メモリ）

ファンクション→「メモリ」
時間軸レンジ→「5 ms」約 3周期分の波形を画面に表示させます。
記録長→ 任意で設定します。

波形表示色（ 　）→ 任意で設定
電圧軸レンジ→「50 V」
（実効値電圧 100 Vの波形のピークは約±141 Vとなります）
ゼロ位置→ 50%（画面中心が 0 Vになります）

メモリレコーダファンクションで商用電源 AC100 V（50/60 Hz）の電圧波形
を波形レベルで測定する例を説明します。
設定方法は、カーソルキー（ / / / ）で点滅カーソルを移動させ、
／ キーで設定します。

【設定】キーを押してステータス画面を表示させてください。

【設定】キーを押してチャネル画面を表示させてください。
CH1を以下のように設定してください。
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──────────────────────────────────────

　AC100 Vの電圧波形を測定する（メモリ）
──────────────────────────────────────

トリガモード→「単発」波形データを 1回取り込みます。
トリガソース→「OR」
トリガ種類→「レベル」
トリガレベル→「0.000V」
スロープ→「 （立ち上がり）」

【トリガ設定】
レベル（0.000 V）からの立ち上がり信号でト
リガがかかります（測定を開始します）。

0.000 V

トリガポイント

測定の開始

【開始】キーを押して測定を開始します。設定したトリガ条件が一致するま
で「トリガ待ち」となります。
トリガがかかると、設定した記録長分の波形を取り込みます。

【設定】キーを押してトリガ画面を表示させてください。
CH1を以下のように設定してください。
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──────────────────────────────────────

　AC100 Vの電圧波形を測定する（メモリ）
──────────────────────────────────────

取込みが終了すると波形表示画面に「波形」を表示します。

波形の表示

プリントする場合は、【プリント】キーを押してください。

波形のプリント
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──────────────────────────────────────

　AC100 Vの電圧の実効値を測定する（実効値）
──────────────────────────────────────

　AC100 Vの電圧の実効値を測定する（実効値）

ファンクション→「実効値」
時間軸レンジ→「1s」
記録長→ 任意で設定します。
周波数→「50 Hz」、か「60 Hz」
プリンタ→「ON」測定と同時にプリントします。

実効値レコーダファンクションで商用電源 AC100 V（50/60 Hz）の実効値電
圧波形を測定する例を説明します。
設定方法は、カーソルキー（ / / / ）で点滅カーソルを移動させ、
／ キーで設定します。

【設定】キーを押してステータス画面を表示させてください。
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──────────────────────────────────────

　AC100 Vの電圧の実効値を測定する（実効値）
──────────────────────────────────────

波形表示色（ 　）→ 任意で設定
電圧軸レンジ→「20 V」（20 V×10 DIVで測定）
ゼロ位置→「 0%」（画面一番下が 0 Vになります）

トリガモード→「単発」波形データを 1回取り込みます。
トリガソース→「OR」
トリガ種類→「OFF」

【トリガ設定】
トリガ種類の設定を「OFF」にすると【開始】キーを押すだけで測定を開
始します。

【設定】キーを押してチャネル画面を表示させてください。
CH1を以下のように設定してください。

【設定】キーを押してトリガ画面を表示させてください。
CH1を以下のように設定してください。
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──────────────────────────────────────

　AC100 Vの電圧の実効値を測定する（実効値）
──────────────────────────────────────

測定の開始

【開始】キーを押して測定を開始します。設定した記録長分の波形の取込
みを開始します。同時にプリントを開始します。

測定を開始すると波形が表示され、同時にプリントも開始します。

波形の表示・プリント
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──────────────────────────────────────

　9018-10を使ってAC100Vの電流波形を測定する
──────────────────────────────────────

　9018-10を使って AC100Vの電流波形を測定する

ファンクション→「メモリ」
時間軸レンジ→「5 ms」約 3周期分の波形を画面に表示させます。
記録長→ 任意で設定します。

波形表示色（ 　）→ 任意で設定
入力結合→「 ｸﾗﾝﾌﾟ」（表示が Aになります）
レンジ→9018-10の電流レンジと同じに設定します。例：20 A
1 DIV（1ます）あたりの電流値を示しています。
ゼロ位置→「 50%」（画面中心が 0 Aになります）

8807, 8808, 8807-50, 8808-50メモリハイコーダは電圧しか測定できません
が、9018-10クランプオンプローブを接続すると電流を測定することができ
ます。

【設定】キーを押してステータス画面を表示させてください。

【設定】キーを押してチャネル画面を表示させてください。
CH2を以下のように設定してください。

9018-10クランプオンプローブの電流レンジを変更した場合は、必ず 8807,

8808, 8807-50, 8808-50 のレンジ（電流レンジ）も同じ電流レンジに変更し
てください。異なった電流レンジで測定をしますと誤った値を表示します。
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──────────────────────────────────────

　9018-10を使ってAC100Vの電流波形を測定する
──────────────────────────────────────

トリガモード→「単発」波形データを 1回取り込みます。
トリガソース→「OR」
トリガ種類→「レベル」
トリガレベル→「5.000A」
スロープ→「 （立ち上がり）」

【トリガ設定】
レベル（5.000 A）からの立ち上がり信号でト
リガがかかります（測定を開始します）。

0.000 A

トリガポイント

5.000 A

測定の開始

【開始】キーを押して測定を開始します。設定したトリガ条件が一致するま
で「トリガ待ち」となります。
トリガがかかると、設定した記録長分の波形を取り込みます。

【設定】キーを押してトリガ画面を表示させてください。
CH2を以下のように設定してください。
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──────────────────────────────────────

　9018-10を使ってAC100Vの電流波形を測定する
──────────────────────────────────────

取込みが終了すると波形表示画面に「波形」を表示します。

波形の表示
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──────────────────────────────────────

　9018-10を使ってAC100Vの電流波形を測定する
──────────────────────────────────────

プリントする場合は、【プリント】キーを押してください。

波形のプリント

■プリント例
環境画面で、リスト＆ゲージの設定が「ゲージ」、または「リスト＆ゲージ」
に設定してあると、ゲージが波形と共にプリントされます。
ゲージは「入力結合」の設定が有効となり「A」表示となります。

-25

25

0

[ A ]

電流測定もクランプのレンジ
でゲージが表示されていると
わかりやすくていいね。
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──────────────────────────────────────

　9018-10を使ってAC100Vの電流波形を測定する
──────────────────────────────────────
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